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改善の概要： 監査廊の位置変更
・監査廊の鉄筋と上流側型枠の間が狭くコンクリート打設時、コンクリートバケットとのはさまれ事故が
　想定される為、作業場所を広くする。

メリット： デメリット：
作業場所が広くなり作業員の自由度 堤体構造上の検討が必要

が、増す。

（略図または写真）

・監査廊が上流側型枠から４ｍ程度のとき

　鉄筋、ダムフォームのダミーボルト等により

さらに作業場所が狭められ実質３ｍ程度

しかなくなる。又コンクリート配合切り替え

の多い場所であり、バケットの微妙な位置

変更が必要とされる。

　したがって、事故の危険性が高くなる。

（略図または写真）

・上流側型枠から５ｍ程度
離れることにより作業員の
自由度が増す。
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